
[11対象領域が`Y=
真偽 (それぞれ T,

(a)次の命題 P
なるか。

平成 12年度 情報数学基礎 (浜口担当分)
中間試験 第 1回 問題

{α・ら,C}であるような変数.r.yを含む述語関数ι(″ ,y)
Fであらわす)を下の表のように定めたとする。
と9の真偽はそれぞれどう

に関して,その

(ヨ″CA⊃ I(∀y∈ `Y)五 (r,y)1

9=(V缶 ∈“Y)[(ヨン∈I)二 (r,y)l

(b)(a)の Pと oがともに真になるように二
を適当に変更せよ。

(c)変更前の 上に関して,次のように関係
R⊆ ∬ x`Yを定める。

EJり ⇔二(″,y)=r

品1野爾腎奮嬰犠    る条件を,=般的に論理式を使って示せ。例えは 反
射性のみを表現すれば (駒 ∈χ)ER″ と書くことができる.
(e)(d)で求めた論理式に基づいて,(C)で定めたRが同値関係かどうか判定せよ.
(f)χ ={α ,ら,C}上の同値関係F⊆ .Yx∬ :

ついて,考えられる同値類系(商集合)χ/R′電
がある。

[21ある集合 .Y={α ,b,C}上の2つの同値関係

ないものもあり得る
)。

(b)極大元は存在するが最大元は存在せず,ズ
つ最小元は存在するような∬の部分集合を
つ示せ .

(c)最大元と最小元がともに存在するようえ
部分集合を全て示せ.                  D
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